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地域にも、退公連にも
多彩な知見と行動力がある
人の素晴らしさに
出会う社会をつくろう

●
お
支
払
い
は
商
品
お
届
け
時

の「
代
金
引
換
」の
み
と
な
り
ま

す
。送
料
は
６
６
０
円（
税
込
）

か
ら
。地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

１
０
、８
０
０
円（
税
込
）以
上
の
ご

注
文
は
無
料
。８
日
以
内
の
返
品
可
。

伝統文化　御点前を学ぶ子どもたち
　
瞬
間
記
憶
能
力
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
た
。

１５
個
の
単
語
を
覚
え
る
と

い
う
も
の
。
た
だ
覚
え
よ

う
と
し
た
と
き
は
、
時
間

経
過
後
５
個
し
か
思
い
出

せ
な
か
っ
た
。「
物
語
を

作
っ
て
覚
え
る
こ
と
」
と

の
指
導
の
も
と
物
語
と
し

て
覚
え
る
と
、
完
璧
に
覚

え
る
こ
と
が
で
き
、
２
ヶ

月
経
っ
た
今
で
も
思
い
出

せ
る
。
脳
に
長
期
格
納
さ

れ
て
い
る
か
ら
●
普
通
に

生
活
し
て
い
る
と
、
脳
は

日
々
衰
え
日
常
生
活
に
対

す
る
能
力
や
新
し
い
こ
と

を
マ
ス
タ
ー
す
る
力
は
落

ち
て
い
く
。
瞬
間
記
憶
を

マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
、
使

っ
て
い
な
か
っ
た
脳
を
フ

ル
活
用
す
る
の
で
、
自
然

と
脳
ト
レ
の
効
果
が
生
ま

れ
衰
え
か
け
て
い
た
脳
を

活
性
化
す
る
●
最
近
、
人

の
名
前
が
覚
え
ら
れ
な

い
、思
い
出
せ
な
い
。「
ほ

ら
ほ
ら
、
あ
れ
。
あ
の
人

よ
」
と
。
名
前
を
覚
え
る

コ
ツ
は
、
そ
の
人
の
顔
の

印
象
「
肌
が
白
い
・
目
が

大
き
い
」
な
ど
を
言
葉
に

す
る
。
名
前
か
ら
の
イ
メ

ー
ジ
で
は
、
安
藤
さ
ん
は

「
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
を
た
く

さ
ん
食
べ
て
い
る
」
佐
藤

さ
ん
は
「
甘
い
お
菓
子
が

大
好
き
」
の
よ
う
に
。
試

し
て
み
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。�

（
Ｉ
）

　
「
こ
れ
か
ら
の
退
公
連

は
、現
会
員
だ
け
で
な
く
、

現
職
公
務
員
の
安
心
、
安

全
な
生
活
を
守
る
と
い
う

共
通
目
標
を
会
員
に
周

知
、
現
職
に
目
配
り
を
す

る
活
動
を
計
画
す
る
」
あ

る
退
公
連
の
会
報
に
載
っ

た
年
金
制
度
の
世
代
間
扶

養
を
意
識
し
た
文
で
あ

る
。

　
近
年
、
民
間
企
業
の
社

会
貢
献
活
動
が
取
り
沙
汰

さ
れ
、行
わ
れ
て
い
る
が
、

昔
か
ら
そ
れ
は
企
業
の
生

命
線
で
は
な
か
っ
た
か
。

創
業
以
来
千
３００
年
続
く
老

舗
旅
館
が
山
梨
県
に
あ

る
。
同
じ
く
千
年
続
く
和

菓
子
店
が
京
都
に
も
。
い

ず
れ
も
そ
の
業
種
で
世
界

最
古
と
言
わ
れ
る
企
業
で

あ
る
。
長
寿
の
理
由
の
一

つ
は「
地
域
と
の
一
体
化
」

と
い
う
企
業
の
経
営
理
念

で
あ
る
と
い
う
。

　
日
公
連
草
創
期
の
人
々

に
は
、
日
本
の
社
会
や
国

の
幸
福
と
発
展
が
具
体
的

に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
会

員
が
信
奉
す
る
「
わ
れ
ら

の
信
条
」
は
全
国
民
の
福

祉
の
増
進
、
同
胞
融
合
、

隣
保
相
助
の
尊
重
を
謳

う
。
さ
ら
に
「
わ
れ
ら
の

生
活
を
守
り
ぬ
く
」の「
わ

れ
ら
」
に
は
、
次
世
代
の

人
々
を
も
含
む
。

　
各
退
公
連
に
は
、
地
域

と
一
体
化
す
る
要
因
が
多

様
に
あ
る
。
生
活
の
拠
点

と
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
土
地
へ
の
愛
着
、
加

え
て
、
会
員
が
在
職
中
に

培
っ
た
「
経
験
」「
知
識
」

「
技
術
」、何
よ
り
も「
公
」

の
た
め
と
い
う
「
公
共

心
」。
地
域
住
民
と
連
帯

し
て
地
域
の
改
善
、
発
展

に
資
す
る
要
因
は
そ
ろ
っ

て
い
る
。

　
と
か
く「
受
け
る
こ
と
」

を
意
識
し
が
ち
で
あ
っ
た

内
向
き
の
活
動
を
、
地
域

社
会
、
日
本
の
社
会
を
意

識
し
た
活
動
に
今
、
退
公

連
は
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

　
社
会
保
障
対
策
に
関
す

る
国
会
や
行
政
へ
の
要
望

活
動
・
そ
れ
に
伴
う
署
名

活
動
は
、
実
は
現
職
の
人

々
の
退
職
後
の
生
活
を
守

る
活
動
で
も
あ
る
。
各
退

公
連
で
行
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
施
設
に
贈
る
タ
オ
ル

一
本
運
動
、
子
供
の
学
び

を
支
援
す
る
寺
子
屋
塾
、

土
地
の
伝
統
文
化
の
伝
承

活
動
等
は
い
ず
れ
も
地
域

と
の
一
体
化
を
目
指
す
退

公
連
の
組
織
あ
っ
て
の
活

動
で
あ
る
。

　
今
後
は
自
治
体
の
各
部

署
と
連
携
し
て
、
協
力
し

て
従
来
の
活
動
の
範
囲
と

可
能
性
を
広
げ
、
地
域
共

同
体
の
一
員
と
し
て
の
地

歩
を
築
き
た
い
。

　
会
員
と
組
織
の
若
返
り

の
努
力
が
続
く
中
で
、
退

公
連
に
は
、
教
具
や
給
食

の
小
物
用
の
手
縫
い
の
袋

を
、５３
年
間
土
地
の
園
児
、

児
童
に
贈
り
続
け
た
９１
歳

の
会
員
。
土
地
の
伝
統
織

物
を
継
承
し
、
若
い
世
代

を
指
導
す
る
１０４
歳
の
会
員

が
お
ら
れ
る
。
末
期
が
ん

の
痛
み
に
耐
え
て
、
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
を
気
遣
い
、

感
謝
の
言
葉
を
口
に
す
る

人
の
存
在
を
思
い
、
地
域

共
同
体
の
中
の
退
公
連
と

地
域
社
会
の
支
え
合
う
未

来
を
考
え
て
い
く
。

　
日
本
の
年
金
制
度
は
、

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
す
る
国

民
年
金
、
会
社
員
や
公
務

員
が
加
入
す
る
厚
生
年
金

の
２
階
建
て
。
公
的
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
は
原
則

６５
歳
。
た
だ
し
令
和
２
年

の
法
律
改
正
で
、
受
給
開

始
時
期
を
６０
歳
か
ら
７５
歳

ま
で
の
間
で
自
由
に
個
人

が
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
は
老
齢
・
遺

族
・
障
害
保
険
を
対
象
と

し
、
被
用
者
及
び
自
営
業

者
が
加
入
し
、
無
業
者
は

加
入
し
な
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
被
用
者
が

支
払
う
保
険
料
は
、
報
酬

比
例
で
給
付
は
定
額
制
な

の
で
所
得
再
分
配
効
果
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
年
金
制
度
も

対
象
は
被
用
者
の
た
め
、

専
業
主
婦
な
ど
の
場
合
は

加
入
義
務
が
な
い
。

年
金
支
給
開
始
年
齢

　
ア
メ
リ
カ
は
す
で
に
６６

歳
、
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ

・フ
ラ
ン
ス
も
今
後
６６
歳
、

６７
歳
へ
の
引
き
上
げ
が
す

で
に
決
ま
っ
て
い
る
。
一

方
、
我
が
国
の
年
金
制
度

で
は
、
６５
歳
支
給
開
始
を

基
本
と
し
、
個
人
の
選
択

に
よ
り
、
６０
歳
か
ら
７５
歳

の
間
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

年
金
積
立
金

　
我
が
国
は
年
金
給
付
費

の
４．９
倍
も
所
有
し
て
い
る

の
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
４．４
倍
、
ア
メ
リ
カ
は

２
・
９９
倍
、
ド
イ
ツ
が
１

・
６１
倍
の
他
は
、
イ
ギ
リ

ス
は
給
付
費
の
１
年
分
に

満
た
な
い
。

　
次
に
年
金
給
付
費
の
一

部
国
庫
負
担
は
、
我
が
国

は
基
礎
年
金
給
付
費
の
１

／
２
が
国
庫
負
担
金
、
ア

メ
リ
カ
で
は
国
庫
負
担
は

な
く
、
ド
イ
ツ
で
も
国
庫

負
担
は
給
付
費
の
２０
～
３０

％
程
度
で
あ
る
。

主要各国の年金制度の概要　給付費比率＝年金積立金／給付費
制度
体系

強制加入
対象者 支給開始年齢

受給に必
要な最低
加入期間

年金財政の特徴

日
本

２
階
建
て

２０歳以上の
全 国 民

国民年金６５歳 
厚生年金 男性６２歳 
２０２５年に ６５歳へ 

女性６１歳 ２０３０年に 
６５歳へ

１０年

・概ね１００年間の財政 
見通し、積立金の対給
付比率は４．９（厚生年金、 

２０１６年度）
・国庫負担は基礎年金

の １ ／ ２

ア
メ
リ
カ

１
階
建
て

被用者及び
自営業者

６６歳 
２０２７年までに 
６７歳へ引上げ

４０四半期
（約１０年）

・７５年間の財政見通し
・積立金の対給付費比

率は２．９９（２０１７年）
・通常国庫負担なし

イ
ギ
リ
ス

１
階
建
て

被用者及び
自営業者

６５歳 
２０４６年までに 
６６歳へ引上げ

１０年

・概ね６５年間の 
財政見通し

・積立金の対給付費比
率は０．１６７（２０１６年）

・国庫負担は原則なし

ド
イ
ツ

１
階
建
て

被用者及び
弁護士、医
師等の自営

業者

６５歳 ７ か月 
２０２９年までに 
６７歳へ引上げ

５ 年

・１５年間の財政見通し
・積立金の対給付費比

率は１．６１（２０１７年）
・国庫負担は２０１６年時
点で給付費の約２６．２％

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

１
階
建
て

被用者及び
自営業者

６１歳以降であれば 
支給開始年齢は 

自分で選択 
２０２６年までに 
６４歳へ引上げ

なし

・７５年間の財政見通し
・積立金の対給付費比

率は４．４（２０１６年）
・一部を除き国庫負担 

なし

日
公
連
の
こ
れ
か
ら

日
公
連
の
こ
れ
か
ら  

（
上
）

（
上
）

　
　
　
地
域
社
会
に
根
付
い
て

　
　
　
地
域
社
会
に
根
付
い
て

諸
外
国
の
公
的
年
金
制
度
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○年金相談… ６月 ４日㈮、２２日㈫
○心の悩み相談… ６月 ３日㈭、２１日㈪
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

2,970
4,752

６
６
０

１
１
、０
０
０

会
員
の
広
場

販売用焼き菓子づくり

いぬくら子ども文庫と子どもたち

橘樹官衙遺跡群で歴史講座

清瀬わかば会本部と筆者

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に
春
の
空
気
詰
め

「
村
の
お
知
ら
せ
」
五
十
戸
に
配
る

京
都
府　
中
川
文
和

ワ
イ
パ
ー
を
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
に
「
早
春

賦
」
孫
と
歌
い
つ
つ
農
道
帰
る

愛
知
県　
鈴
木
昌
宏

庭
先
に
み
か
ん
吊
し
て
小
鳥
待
つ

コ
ロ
ナ
巣
籠
り
た
の
し
み
一
つ

愛
知
県　
落
合
義
紀

残
り
世
の
至
福
の
時
と
思
ひ
詠
む

父
親
と
な
り
し
孫
へ
の
祝
歌
を

岐
阜
県　
木
村
康
男

う
た
た
寝
の
回
顧
ま
く
ら
に
黄
水
仙

宮
城
県　
平
岡
良
一

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

コ
ロ
ナ
禍
で
頼
る
絆
も
途
切
れ
が
ち

山
形
県　
齋
藤
國
治

他
の
方
の
句
で
生
き
方
を
学
び
と
る

 

福
島
県　
榎
本
岩
雄

肩
車
の
幼
子
降
ろ
す
花
の
下

笑
顔
い
っ
ぱ
い
歩
き
始
む
る

富
山
県　
神
田
洋
子

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

畑
中
の
一
本
道
や
揚
雲
雀

茨
城
県　
金
子
弘
毅

い
つ
だ
っ
て
愚
痴
の
御
美
箱
五
七
五          

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

褒
め
言
葉
て
ん
こ
盛
り
さ
れ
喜
べ
ず

長
野
県　
白
石
幸
男

俺
の
客
ワ
イ
フ
勝
手
に
長
話

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

す
っ
き
り
と
晴
れ
て
入
学
式
の
朝

神
奈
川
県　
鬼
澤
信
博

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
子
ら
の
通
れ
ば
伸
び
を

し
て�

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

聖
火
行
く
城
下
の
町
に
花
吹
雪

愛
知
県　
安
井
俊
夫

心豊かに心豊かに

　
私
の
最
も
好
き
な
言

葉
は
「
朝
の
来
な
い
夜

は
な
い
」
だ
。
こ
の
言

葉
に
、
私

は
今
ま
で

ど
れ
だ
け

励
ま
さ
れ

て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
ん
ど
く
て
苦
し
い
時

や
、
心
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
に
は
、
こ
の

言
葉
を
思
い
浮
か
べ
、
そ

う
か
「
今
が
ど
ん
底
」
な

ん
だ
、
く
じ
け
ず
頑
張
れ

ば
必
ず
陽
が
射
し
、
き
っ

と
明
る
い
未
来
が
待
っ
て

い
る
の
だ
と
、
自
分
自
身

を
励
ま
し
て
き
た
。
そ
う

考
え
る
と
、
少
し
は
心
に

余
裕
が
出
て
き
て
、
元
気

を
出
し
て
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
湧
い
て

き
た
。

　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
事

態
は
予
断
を
許
さ
な
い

大
変
な
時

だ
が
、
こ

れ
か
ら
も

こ
の
言
葉

を
心
の
糧
に
し
て
、
ネ

バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
の
精

神
で
頑
張
り
た
い
。

「
私
の
好
き
な
言
葉
」

愛
媛
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
田
中
　
務

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
川
崎
宮
前
支
部
は
、
会
員
数
６８
名
。
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
続
け

て
き
た
。
令
和
２
年
に
は
川
崎
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
罹
患
者
が
１
日
あ
た
り
最
大
で
２２６
名
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
支
部
で
は
事
業
を
縮
小
し
た
り
中
止
し
た
り
と
、
感
染
防
止
を
第
一
に
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
退
職
公
務
員
連
盟
川
崎
宮
前
支
部
長
　
平
澤
　
公
子

いきいき退公連

神奈川県連の巻

と
し
て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

国
際
障
害
者
年
が
始
ま
り
、
障

害
者
問
題
が
世
界
的
に
関
心
を

集
め
始
め
た
時
で
し
た
。
心
障

学
級
や
特
別
支
援
学
校
の
子
ど

も
は
、
放
課
後
子
ど
も
同
士
で

遊
べ
ず
、
在
宅
に
な
り
が
ち
で

す
。
そ
こ
で
保
護
者
有
志
と
教

師
が
協
力
し
て
夏
休
み
に
集
団

遊
び
の
指
導
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
の
先
駆
け
で
す
。
数
名

　
清
瀬
市
は
、
東
京
多
摩
北
東

部
、
埼
玉
県
に
隣
接
す
る
人
口

７
万
４
千
人
、
畑
や
緑
の
多
い

小
さ
な
市
で
す
。
市
の
中
央
の

公
園
で
は
、
こ
こ
数
年
オ
オ
タ

カ
が
営
巣
し
、
気
象
庁
の
気
象

衛
星
セ
ン
タ
ー
で
は
、
気
象
衛

星
か
ら
の
情
報
を
解
析
し
て
、

全
国
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
隅
で
、
知
的
障
害
児

・
者
の
「
清
瀬
わ
か
ば
会
」
が

平
成
２
年
、
障
害
児
学
童
保
育

の
子
ど
も
達
と
１
名
の
支
援
員

で
始
ま
っ
た
活
動
は
、
そ
の
う

ち
支
援
学
校
の
卒
業
生
の
働
く

場
が
課
題
と
な
り
作
業
所
作
り

へ
と
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
発
足
か
ら
２０
年
を
経
て
社
会

福
祉
法
人
と
な
り
、
今
日
の
業

務
形
態
へ
の
足
場
が
で
き
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
４０
年
の
今

日
、
障
害
を
持
つ
仲
間
た
ち
１１５

名
、
職
員
１２０
名
の
組
織
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生

活
介
護
事
業
所
２
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
６
、
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
１
か
所
、
そ
の
他
５
事

業
を
仲
間
た
ち
、
保
護
者
の
要

望
に
沿
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
に
至
る
道
は
平
た
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護

者
と
職
員
の
協
力
、
地
域
の
支

援
で
バ
ザ
ー
を
開
き
、
原
資
を

得
て
不
動
産
を
取
得
で
き
ま
し

た
。
清
瀬
市
や
地
域
市
民
の
理

解
と
支
援
の
お
陰
で
現
在
の
組

織
と
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
生
き
づ
ら
さ
を
持
つ
人
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
は
健

常
者
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す

い
は
ず
で
す
。「
清
瀬
わ
か
ば

歌
う
サ
ロ
ン

　
例
年
毎
月
２
回
退
職
教

員
の
指
揮
伴
奏
で
区
民
が

歌
を
練
習
し
て
い
る
。
令

い
ぬ
く
ら
子
ど
も
文
庫

　
主
催
者
の
自
宅
を
開
放

し
て
い
る
。
一
万
冊
以
上

の
蔵
書
が
あ
り
、
毎
週
水

曜
日
の
放
課
後
に
な
る

と
、
近
隣
の
小
学
生
が
集

ま
っ
て
き
て
、
本
を
借
り

て
行
っ
た
り
、
そ
の
場
で

読
ん
だ
り
し
て
い
る
。
た

く
さ
ん
本
を
読
ん
だ
子
は

う
れ
し
い
表
彰
状
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
。
月
一

回
は
紙
芝
居
や
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
も
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
は
毎
回
約
２０
人
、
こ

の
活
動
を
支
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
も
６
人
ほ
ど
で
、
こ

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

く
て
安
全
な
居
場
所
に
な

っ
て
い
る
。

和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
考
慮
し
、

会
場
の
大
き
さ
に
合
わ
せ

て
参
加
者
を
２５
人
に
絞
っ

あ
る
区
民
も
大
勢
い
る
の

で
歴
史
講
座
も
開
設
し
て

い
る
。
例
年
区
民
４０
人
で

行
っ
て
き
た
講
座
は
密
を

避
け
る
た
め
に
中
止
し
た

が
、
宮
前
区
北
部
の
菅
生

地
区
に
絞
っ
た
歴
史
講
座

は
区
民
２０
人
を
募
集
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
講
座
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
毎
年
川
崎
市
や
県

博
物
館
等
の
学
芸
員
、
ま

た
地
域
に
住
む
学
者
や
研

究
者
に
講
師
を
依
頼
し
て

い
る
。

散
策
会
等

　

散
策
会
（
年
２
回
）、

研
修
会
、
新
年
の
会
が
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
令
和
２
年

度
は
す
べ
て
中
止
と
な
っ

た
。
ま
た
年
２
回
発
行
の

広
報
紙
に
は
、
多
く
の
会

員
の
声
を
載
せ
交
流
を
図

っ
て
い
る
。

で
き
る
こ
と
を

で
き
る
こ
と
を  

で
き
る
範
囲
で

で
き
る
範
囲
で

無
理
な
く
楽
し
い
地
域
貢
献
活
動
に

無
理
な
く
楽
し
い
地
域
貢
献
活
動
に

知
的
障
害
児・者
と
共
に
歩
む

東
京
都
退
職
公
務
員
連
盟
清
瀬
支
部
　
緒
志
　
嘉
彦
　

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
止
ま
な
い
中
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
発
熱
、
咳
等
の

発
症
や
重
症
化
の
予
防
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
の
副
反
応
を
巡
っ

会
」
は
〝
こ
の
街
で
い
っ
し
ょ

に
〟
を
合
言
葉
に
、
障
害
の
軽

重
を
問
わ
ず
、
共
に
親
亡
き
後

も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会

の
仕
組
み
作
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
社
会
貢
献
を
活
動
方
針
の
一

つ
と
す
る
東
京
都
退
公
連
清
瀬

支
部
は
支
部
長
、
庶
務
部
長
が

法
人
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。

過
去
に
予
防
接
種
で
発
熱

や
発
疹
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
が
出
た
方
は
事
前

に
医
師
に
相
談
を
。

お
詫
び
と
訂
正

　
３
月
２５
日
付
１
面
「
退

公
連
ノ
ー
ト
」
ス
ペ
イ
ン

風
邪
の
日
本
で
の
流
行
は

１
８
１
８
年
か
ら
・
・
と

あ
り
ま
す
が
「
１
９
１
８

年
か
ら
」の
誤
り
で
し
た
。

４
月
２５
日
付
２
面
「
会
員

の
広
場
」
で
の
出
西
釜
は

「
出
西
窯
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

た
。
区
民
祭

り
で
の
発
表

会
は
中
止
に

な
っ
た
が
、

歌
う
楽
し
さ

を
味
わ
い
な

が
ら
今
年
も

続
け
て
い

る
。

歴
史
講
座

　
地
域
の
歴

史
に
関
心
の

て
、
日
本
人
に
は
懐
疑
感

が
あ
り
ま
す
。
接
種
は
法

律
に
よ
り
「
努
力
義
務
」

で
あ
っ
て
、
強
制
は
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
一
人
の
社
会

人
と
し
て
賢
明
な
判
断
を

し
た
い
も
の
で
す
。

　
心
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
等

に
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
、
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